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極大に達し、その値は 0.5～1 であった。その雲に含まれる水蒸気量は１prμm  (可





る (Fig. 3) (Akabane et al. 2002)。 
 
Fig.１ 1973年の黄雲（Oct. 16, 1973. 12:16 



























部分は南極冠．July 6, 1986. 18:44 UT. 
Bosscha Obs., K. Iwasaki） 
  
Fig.2 オリンパス山にかかる白雲（ほぼ中央の白斑．
Apr. 11, 1982. 12:45 UT. Hida Obs.）. 
 
Fig.3 低緯度地方を取り巻く雲帯（Mar. 5, 1997. 








が見え始めるときには、既に極冠は縮小期に入っているのである(e.g. Iwasaki et al. 
1979)。火星の極冠は不思議な存在である。 
（５）ブルークリアリング (Blue clearing) 
 火星独特の現象に blue clearing がある。青色光で火星を見ると、通常は極冠以外
の地面の模様は識別できない。青色光での火星面の反射能はどこもほとんど同じで
あるために地面の模様に明暗のコントラストがつかないのである。しかし、時には




が blue clearing のいわれである。Blue clearing の資料を集めてみると blue clearing 
が起こったという報告は火星の衝付近に多い。飛騨天文台の観測から、blue clearing 
の強さ (周囲とのコントラスト) は火星の位相角が小さいほど高く、位相角が少し




差が現れて、青色光でも暗い地域を識別できるようになる(Akabane et al. 1990, 
Nakakushi et al. 2001)。 
 しかし、衝からかなり離れているときでも、blue clearing を観測したという報告
がいくつかある。火星の中低緯度帯にある明暗模様は春から夏にかけてコントラス



















クロン (synchron) という。ダストテイルの stria はシンクロンで説明できる。 
 ウェスト彗星の明るい stria は、あるものはコマへ収斂するが、多くのものは収
斂しない。前者を primary tail、後者を secondary tailと名付け、secondary tail のダ
ストは primary tail のダストがさらに分裂したものであると仮定すれば、secondary 
tail の stria を首尾良く説明できる。即ち、ウェスト彗星が近日点を通過する瞬間
にバーストが生じて明るい Stria A が形成され、その 3.2 日後に、Stria A 上のダ
ストが更に分裂して、secondary tail の Stria 1－Stria 11 ができたとすれば、それら
はシンクロンと一致する(Fig. 5b)。コマに収斂しない多くの stria は primary tail に
起点をもつ secondary tail であることがわかった。 
 シンクロンを用いると、バーストで放出されたダスト量を推定できる。それによ
ると、近日点通過時に起こったバーストで放出されたダスト量は 9.6×1012 g になる
(Akabane 1983)。これは一回のバーストで放出されるダスト量としては多い方である。 
Fig.５a ウェスト彗星（Mar. 4, 1976. 19:55 UT. 
Hida Obs.）. 
Fig. 5b ウェスト彗星のシンクロン（同左）. 
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Fig. 7 月裏側のタラソイド Moscoviense
（Lunar Orbiter V, NASA）. 
 
Fig.６ ハレー彗星のコマ（Mar. 25, 1986. 19:54 
UT. Hida Obs.）． 
－111－ 
 アメリカの探査機 Lunar Orbiters により、月の裏側特有の地形として発見された












 月のクレーター、特に直径 50km 以上の大きなクレーターにはその一つ一つに特
徴がある。個々の特徴を詳細に説明することは隕石説では困難であり、一方火山説 
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